
日頃より弊社商品をご愛顧頂き、心から厚く御礼申
し上げます。今回は宗谷地方の枝幸町歌登より、乳牛
改良の部で平成27年度宇都宮賞を受賞、昨年10月に開
催した第14回全共北海道大会にも出場された内田喜久
男様をご紹介させて頂きます。

●宇都宮賞受賞までの経緯
内田様は、酪農に従事し始めた当初より乳牛改良に

関心を持ち、名寄農業高校を卒業後「車が欲しいか、
牛が欲しいか」とお父様より問われ、車を我慢し1頭
の高インデックス牛を購入したことが酪農に対する意
識改革のきっかけだったと言います。
平成7年に農水省のMOET事業に参加しその際導

入した受精卵「デイリゴ ダークスター ジユリエツト
ET」の血統を受け継いだ息子である種雄牛「HMU ロ
ミオ アーウィン フタゴ」が平成17年に遺伝評価にお
いてNTP（遺伝能力の総合指数）第1位にランクイン
し、現在までに7頭の検定済種雄牛を産出しておりま
す。
また、年間乳量が2万kgを超えるスーパーカウも4

頭輩出しております。
自身の牛群においては、泌乳形質と体型形質の改良

を目指した交配を進め、現在までにNTPトップ100位
以内に67頭がランクインし、牛群全体の雌牛NTPの平
均値が＋1897で上位1％にランクインするなど、日本
におけるインデックス界をリードする牧場となってお
ります。
これら乳牛の遺伝改良における多大な功績が認めら

れ、平成27年度第48回宇都宮賞に選出されました。

●実を結んだ遺伝改良
乳牛の遺伝改良で多くの功績のある内田様ですが、

更にDNAを用い育種評価方法を進歩させたゲノミッ
ク評価（育成牛）で平成28年5月総合指数第1位を獲
得しました。
今回、第1位となった「ウチ ジユリエツト マツカ

トーン OB」は、上記にある平成7年にMOET事業で
導入した「デイリゴ ダークスター ジユリエツト ET」
の十代目の娘牛にあたります。内田様の長年にわたる
改良に対する努力が実を結び、見事日本一の評価を得
ました。

●酪農に関して聞いてみました
「天北地方は酪農1本で何とかしていかなくてはい
けない。そんな中で生きていくために仕事をしてい
る。」
「牛を常に観察し、丈夫な牛を作る事をこころがけ、
絶対に牛にとって良い草を収穫し、毎日の仕事を一生
懸命する事で今まで上手くやってこられた。」
「今まで夫婦で頑張ってきて、負担をかけてしまっ
た礼子（奥様）や支えてくれた人への感謝の気持ちを
持っている、一人でできたとは思わない。」と話を伺う
事ができました。

最後に今回快くインタビューを引き受けてくださっ
た内田様に誌面をお借りして厚く御礼申し上げます。
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写真1．賞状とお祝いの胡蝶蘭

写真2．内田御夫妻と第一位を獲得した
「ウチ ジユリエツト マツカ トーン OB」
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